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旅客営業規則 

高松琴平電気鉄道株式会社 

第１編 総則 

 

（この規則の目的） 

第１条 この規則は高松琴平電気鉄道株式会社（以下「当社」という。）の旅客の運送及び、これに

付帯する携帯品の一時預り等の事業（以下「旅客運送等」という。）について合理的な取扱方を定

め、もって利用者の便利と事業の能率的な遂行を図ることを目的とする。 

 

（適用範囲） 

第２条 当社が経営する鉄道による旅客の運送等については、別に定める場合を除いて、この規

則を適用する。 

 

（用語の意味） 

第３条 この規則におけるおもな用語の意義は次のとおりとする。 

（１） 「当社」とは、当社の経営する鉄道をいう 

（２） 「駅」とは、旅客の取扱いをする停車場及び停留場をいう 

（３） 「列車」とは、旅客の運送を行う電車をいう 

（４） 「キロ」又は「キロ程」とは、営業キロ程をいう 

（５） 「旅行開始」とは、旅客が旅行を開始する駅において乗車券の改札を受けて、入場するこ

とをいう。ただし、駅員無配置駅から旅客が乗車する場合は、その乗車することをいう 

（６） 「危険品」とは別表第２号に掲げる物品をいう 

（７） 「IruCa」とは、ストアードフェアカード（SF カード）の機能のみを持つ IC カード乗車券をいう 

（８） 「IruCa 定期券」とは、券面に定期乗車券の表記を行ったものであって、定期乗車券とスト

アードフェアカードの機能を持つＩＣカード乗車券をいう 

 

（消費税等課税の運賃・料金） 

第 4 条 この規則に規定する運賃・料金については、消費税法（昭和 63 年法律第 108 号）の定め

による消費税相当額及び地方税法(昭和25年法律第226号)の定めによる地方消費税相当額を含

んだ額とする。 

 

（運賃・料金前払いの原則） 

第５条 旅客の運送等の契約の申込を行おうとする場合、旅客等は、現金をもって、所定の運賃・

料金を提供するものとする。ただし、当社において特に認めた場合は、後払いとすることができる。 

２ 旅客等は、前項の規定にかかわらず、次の各号に定める運賃・料金を当該各号に定める証券

等によって支払う（乗車券類その他の証票との引換えを含む。）ことができる。 

（１） 旅客運賃・料金については、IruCa・IruCa 定期券の SF・他社が発行した IC カードの SF 

（２） 当社が別に定める旅客運賃・料金については当社において特に認めた小切手・定額小為

替証書・普通為替証書又は郵便振替払出証書 

 

（契約の成立時期及び適用規定） 

第６条 旅客の運送等の契約は、その成立について別段の意思表示があった場合を除き、旅客等

が所定の運賃・料金を支払い、乗車券等その契約に関する証票の交付を受けた時に成立する。 

２ 前項の規定によって契約の成立した時以後における取扱いは、別段の定めをしない限り、すべ

てその契約の成立した時の規定によるものとする。 

 

（旅客の輸送等の制限又は停止） 

第７条 旅客の輸送等の円滑な遂行を確保するため必要があるときは、次の各号に揚げる制限又
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は停止をすることがある。 

（１） 乗車券の発売駅、発売枚数、発売時間、発売方法の制限又は発売の停止 

（２） 乗車区間、乗車経路、乗車方法又は乗車する列車の制限 

（３） 手回り品の長さ、容積、重量、個数、品目、持込区間又は持込の列車の制限 

（４） 一時預り品の長さ、容積、重量、個数、品目、取扱時間の制限又は取扱いの停止 

２ 前項の制限又は停止をする場合は、その旨を関係駅に掲示する。 

 

（運行不能の場合の取扱方） 

第８条 列車の運行が不能になったときは、その不通区間内着となる旅客又はこれを通過しなけれ

ばならない旅客の取扱いをしない。ただし、運輸上支障のない場合で、かつ、旅客が次の各号に

揚げる条件を承諾するときは、その不通区間内着又は通過となる乗車券を発売することがある。 

（１） 不通区間については、任意に旅行する。 

（２） 不通区間に対する旅客運賃の払戻しの請求をしない。 

２ 列車の運行が不能となったときであっても、当社において、他の運輸機関の利用又はその他の

方法によって連絡の措置をして、その旨を関係駅に掲示したときは、その不通区間は開通したもの

とみなして旅客の取扱いをする。 

 

（キロ程の端数計算方） 

第９条 キロ程を用いて運賃・料金を計算する場合の１キロメートル未満の端数は、１キロメートルに

切り上げる。 

 

（期間の計算方） 

第１０条 日をもって期間の計算をする場合は、その初日は、時間の長短にかかわらず、１日として

計算する。一時預り品の引渡しの日についてもまた同じ。 

 

（乗車券に対する証明） 

第１１条 当社において乗車券及び旅客運送等の契約に関する証票に証明を行う場合は、当該証

票にその証明事項を記入し、相当の証印を押す。 

 

（旅客等の提示又は提出する書類） 

第１２条 旅客の運送等の契約に関して、旅客等が当社に提示又は提出する書類は、インク又は

ボールペンをもって記載し、かつ、特に定めるものについては、これに証印を押すものとする。この

場合、発行日付等にあっては、元号で表示されているものであっても西暦で記載することができ

る。 

２ 旅客等は、前項の規定による書類の記載事項の一部を訂正したときは、その訂正箇所に、相当

の証印を押すものとする。 

 

 

第２編 旅客営業 

第１章 通則 

 

（乗車券の購入及び所持） 

第１３条 列車に乗車する旅客は、その乗車する列車に有効な乗車券を購入し、これを所持しなけ

ればならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、駅員無配置駅から乗車する旅客又は係員の承諾を得て乗車券を購

入しないで乗車した旅客は、列車に乗車後において、直ちに相当の乗車券を購入するものとす

る。 
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（駅員無配置駅の旅客の取扱方） 

第１４条 駅員無配置駅から乗車する旅客の取扱いは、列車の乗務員が行う。 

 

（営業キロ） 

第１５条 旅客運賃・料金の計算、その他旅客運送の条件をキロメートルをもって定める場合は、別

に定める場合を除き営業キロによる。 

 

第２章 乗車券類の発売 

第１節 通則 

 

（乗車券類の種類） 

第１６条 乗車券類の種類は、次のとおりとする。 

（１）普通乗車券  片道乗車券 

            往復乗車券 

 

（２）定期乗車券  通勤 IruCa 定期券 

            通学 IruCa 定期券 

 

（３）IruCa      フリーIruCa   （普通 ICSF カード） 

            スクール IruCa （学生用 ICSF カード） 

                 シニア IruCa  （高齢者用 ICSF カード） 

               グリーン IruCa （障害者用 ICSF カード） 

             キッズ IruCa   （小児用 ICSF カード） 

             ゴールド IruCa （高松市または綾川町在住満 70歳以上限定 ICSF カード） 

 

（４）団体乗車券 

（５）貸切乗車券 

 

（乗車券類の発売箇所及び発売方法） 

第１７条 乗車券類は、別に定める場合を除いて、駅及び車内において係員又は乗車券自動券売

機（以下「自動券売機」という。）により発売する。 

２ 旅客が乗車券類を所持しないで駅員無配置駅から乗車したときは、前項の規定にかかわらず、

当該列車内において発売する。 

３ 乗車券類は前項第１項及び第２項に規定するほか、当社が臨時に設置した乗車券臨時発売所

において発売することがある。 

（注）第１項の別に定める場合とは、当社が乗車券類の発売を委託したものが営む委託販売所に

おいて乗車券類を販売する場合等をいう。 

 

（乗車券類の発売範囲） 

第１８条 乗車券類は発売駅（当社が発売を委託したものが営む委託販売所にあっては、その所

属する駅。）から有効なものに限って発売する。ただし、定期乗車券・IruCa・団体乗車券・貸切乗

車券を発売する場合を除く。 

 

（乗車券類の発売日） 

第１９条 乗車券類は次の各号に定める場合を除き、発売当日から有効開始となるものを発売す

る。 

（１） 定期乗車券は、有効開始日の１４日前から発売する。 

（２） 定期乗車券を一括して発売する場合は、有効開始日の１４日前から発売する。 



 4 

（３） 団体乗車券は運送引受後であって旅客の始発駅出発日の１４日前から発売する。 

（４） その他乗車券類の発売を委託した箇所において前各項の規定にかかわらず乗車券類を

別に定める発売日から発売することがある。 

 

（乗車券類の発売時間及び発売区間） 

第２０条 駅において発売する乗車券類の発売時間及び発売区間については、次の各号に定め

るところによる。 

（１） 発売時間については、その駅に発着する始発列車の乗車に必要な時刻から終発列車の

発車時刻までとする。 

（２） 前号の規定にかかわらず、乗車券の種類別の発売時間については、別に定めることがあ

る。 

（３） 発売区間においては、前各号に規定する発売時間内において、旅客の希望する区間の

乗車券を発売する。ただし、普通乗車券の発売区間については、別に定めることがある。 

 

（乗車券類の購入申込書） 

第２１条 購入申込書が必要と認められる乗車券類を発売する場合は、駅に設備する購入申込書

に必要事項の記入を求めることがある。 

 

（払戻し等について特約をした乗車券類の発売） 

第２２条 当社が業務上特に必要と認めた場合は、旅客運賃・料金の払戻し・乗車変更の取扱に

ついて、特別の約束をして乗車券を発売することがある。 

 

（旅客運賃割引証及び証明書発行の監査） 

第２３条 当社は必要に応じて旅客運賃割引証及び通学証明書の出納又は発行の適否、使用資

格者以外に対する発行の有無、その他正規に反する取扱いの有無等について、監査することがで

きる。 

 

（割引乗車券等の不正使用の場合の取扱い） 

第２４条 旅客運賃割引証によって購入した割引乗車券、旅客運賃割引証又は通学定期乗車券

若しくは通学証明書を、使用資格者が不正使用し、又は使用資格者以外の者に使用させたときは、

その使用資格者に対して、これらの乗車券の発売を停止することがある。 

２ 前項の規定による発売の停止は、その使用資格者の属する学校又は施設の責任者に対し、期

限を付して通告するものとする。 

 

（臨時割引乗車券の発売） 

第２５条 当社が必要と認めた場合は、臨時に特別の運送条件を定めて、割引の普通乗車券を発

売することがある。この場合、旅客が特定される場合を除いて発売駅・発売区間・発売期間・発売

条件等その都度関係各所に掲示する。 

 

（割引証が無効となる場合及びこれを使用できない場合） 

第２６条 旅客運賃割引証は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。 

（１） 記載事項が不明となったものを使用したとき。 

（２） 表示事項をぬり消し、又は改変したものを使用したとき。 

（３） 有効期間を経過したものを使用したとき。 

（４） 有効期間内であっても使用資格を失った者が使用したとき。 

（５） 記名人以外の者が使用したとき。 

２ 旅客運賃割引証は、次の各号の１に該当する場合は、使用することができない。 

（１） 発行者が記入しなければならない事項を記入していないもの及び発行者又は使用者が必
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要な箇所に押印していないもの。 

（２） 記入事項を訂正した場合で、これに相当の証印のないもの。 

 

第２節 普通乗車券の発売 

 

（普通乗車券の発売） 

第２７条 旅客が、列車等に乗車する場合は、次の各号に定めるところにより、片道乗車券又は往

復乗車券を発売する。 

（１） 片道乗車券 

連続した区間を片道１回乗車（以下「片道乗車」という。）する場合に発売する。ただし、その経路

が折返しとなる場合を除く。 

（２） 往復乗車券 

往路又は復路とも片道乗車券を発売できる区間であって、往路と復路の区間及び経路が同じ区

間を往復１回乗車（以下「往復乗車」という。）する場合に発売する 

 

（被救護者割引普通乗車券の発売） 

第２８条 当社の指定する救護施設（以下「指定救護施設」という。）に保護され、又は救護されるも

の（以下「被救護者」という。）が旅行する場合で、第２９条の規定による被救護者旅客運賃割引証

を提出したときは、その旅客運賃割引証１枚について１人１回限り、片道又は往復の割引普通乗車

券を発売する。 

２ 被救護者が老幼・虚弱若しくは障害のため又は逃亡のおそれがあるため、被救護者に付添人

をつける場合で、被救護者と、その付添人とが同一の区間の乗車券を購入するときは、被救護者１

人について付添人１人を限って、前項の規定を準用する。 

３ 前項の規定によって付添人に対して割引普通乗車券を発売する場合は、被救護者が往路用

の片道乗車券を購入するときであっても、付添人に対して往復乗車券を発売することがある。 

 

（被救護者割引証） 

第２９条 被救護者は、前条の規定によって割引普通乗車券を購入する場合は、その保護又は救

護を受ける施設の代表者から割引証の番号・指定番号・乗車区間・乗車券の種類・旅行証明書番

号・被救護者の氏名及び年齢・付添人を必要とするときは、付添人の氏名及び年齢・発行年月日・

施設の所在地・名称並びにその代表者の氏名が記入され、発行台帳に対して契印の押された被

救護者旅客運賃割引証の交付を受けて、提出するものとする。 

２ 被救護者旅客運賃割引証の様式は、別に定める。 

３ 被救護者旅客運賃割引証の有効期間は、発行の日から 1 ヶ月間とする。 

 

 

第 3 節 定期乗車券の発売 

 

（定期乗車券の発売等） 

第３０条 定期乗車券は IruCa 定期券とし、その発売及び取扱いは当社が別に定めた IC カード乗

車券取扱約款第 35条から第 47条の規定を準用する。 

 

（定期乗車券発行申込書） 

第３１条 定期乗車券を購入する場合は、IruCa 乗車券購入申込書に必要事項を記入して、提出

するものとする。 

２ IruCa 乗車券購入申込書の様式は別に定める。 

 

（定期乗車券の一括発売） 
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第３２条 事業所又は学校等で一括して定期乗車券発行の申込みを行う場合は、定期乗車券一

括発行申込書に種類・乗車区間・経由・有効開始日及び期間・氏名・生年月日・発行申込者等を

記入し提出するものとする。 

２ 通学定期乗車券にあっては、前項の記入事項のほか、学年等を記入し指定学校代表者の印を

押すものとする。 

 

（通勤定期乗車券の発売） 

第３３条 旅客が IruCa乗車券購入申込書に必要事項を記入して提出したときは、1ヶ月、3ヶ月又

は 6 ヶ月有効の通勤定期乗車券を発売する。 

 

（通学定期乗車券の発売） 

第３４条 次の各号の１に該当する学校（以下「指定学校」という。）の学生・生徒・児童又は幼児が、

通学のため常時、区間、経路を同じくして乗車する場合で、その在籍する指定学校の代表者にお

いて必要事項を記入して発行した通学証明書を提出したときは、旅客の居住地最寄り駅と在籍す

る指定学校最寄り駅との相互間について、通学定期乗車券を発売する。 

（１） 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１条の規定による小学校・中学校・義務教育学校・

高等学校・中等教育学校・大学・高等専門学校・特別支援学校及び幼稚園。ただし、通信による

教育を行う学校の通信教育部にあっては、当社の指定を受けた学校に限る。 

（２） 前号以外の国公立以外の学校であって、当社の指定したもの。 

（３） 学校教育法第１２４条の規定によって設立した専修学校・高等専修学校・専門学校であっ

て当社の指定したもの。 

（４） 学校教育法第１３４条の規定によって設立した各種学校であって、当社の指定したもの。 

（５） その他、当社が特に指定したもの。 

２ 通学証明書は IruCa 乗車券購入申込書と兼用する。 

３ 本条第 1 項第 1 号に該当する学校の生徒は、前項の通学証明書の提出を学校の代表者が発

行した身分証明書又は学生証の呈示をもって代えることができる。 

４ 通学証明書の有効期間は、発行の日から 1 ヶ月間とする。 

５ 本条第１項第２号及び第３号並びに第４号に該当する学校は別に定めるとおりとする。 

６ 指定学校の学生・生徒若しくは児童が、実習のため実習場等まで乗車する場合で、当社が必

要と認めるときは指定学校の代表者等の証明がある場合に限り、当該区間の通学定期乗車券を

発売することができる。 

 

第 4 節 IruCa の発売 

 

（IruCa の発売等） 

第３５条 IruCaの発売及び取扱いは当社が別に定めたICカード乗車券取扱約款第１９条から第３

４条の規定を準用する。 

 

第５節 団体乗車券の発売 

 

（団体乗車券の発売） 

第３６条 一団となった旅客の全員が、利用施設・発着駅及び経路を同じくし、その全行程を同一

の人員で旅行する場合であって、次の各号の１に該当し、かつ、当社が団体として運送の引受をし

たものに対しては、団体乗車券を発売する。 

（１） 学生団体 

ア 次の１に該当する学校等の学生等が、25 人以上とその付添人、当該学校等の教職員（嘱託し

ている医師及び看護婦を含む。以下同じ。）又はこれと同行する旅行業者とによって構成された団

体で当該学校等の教職員が引率するもの。ただし、へき地教育振興法（昭和２９年法律第１４３号）
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第２条に規定するへき地学校で、市町村教育委員会が証明したものの生徒または児童の場合は、

その人員が２５人未満のときであっても、その取扱いをする。 

（イ） 指定学校の学生・生徒・児童又は幼児 

（ロ） 児童福祉法第３９条に規定する保育所の児童 

（ハ） 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）に基づき開設した動労青年学校で都道府県教育

委員会が証明したものの生徒 

（ニ） 青年学級振興法（昭和２８年法律第２１１号）第２条に規定する青年学級のうち、文部省の

指示により都道府県教育委員会が証明したものの生徒。 

イ 前号の付添人は大人とし、当該団体を構成する旅客が次の各号の１に該当する場合に限るも

のとし、その人員はその旅客１人につき１人とする。 

（イ） 幼稚園の幼児・保育所の幼児又は小学校３年生以下の児童であるとき。 

（ロ） 身体障害者・知的障害者等または虚弱のため、当社において付添を必要と認めるとき。 

 

（２） 普通団体 

前号以外の旅客によって構成された 25 人以上の団体で、責任ある代表者が引率するもの。 

２ 前項に規定するほか、別に定めるところにより、旅行目的、旅客の資格その他特別の運送条件

を定めた団体旅客に対して特殊取扱を行い、団体乗車券を発売することがある。 

 

（団体乗車申込書の提出） 

第３７条 前条に規定する団体乗車券を購入しようとする旅客は、団体乗車申込書に必要事項を

記入して提出するものとする。 

２ 団体乗車申込書の様式は別に定める。 

 

（団体取扱条件の指定） 

第３８条 団体旅客の乗車方法その他の取扱条件は、その都度定める。 

 

（団体旅客運送申込人員等の変更） 

第３９条 団体旅客の運送引受後、旅客の都合による申込人員その他取扱条件の変更は、当社に

おいて運輸上支障がないと認められる場合に限り、これを行う。 

 

（責任人員） 

第４０条 団体旅客の運送引受の際、当社が必要と認めた場合は、責任人員を定め、実際乗車人

員がこれに満たないときであっても、責任人員に相当する団体旅客運賃を収受することを条件とし

て運送の引受を行う。 

 

第６節 貸切乗車券の発売 

 

（貸切乗車券の発売） 

第４１条 貸切乗車券は、客車を貸し切る旅客で、あらかじめ、その人員・行程・その他輸送計画に

必要な事項を申し出て、当社が運送の引受をしたものに対して発売する。 

 

（貸切旅客運送の申込） 

第４２条 前条の規定により貸切乗車券を購入しようとする者はあらかじめ、その人員、行程その他

輸送計画に必要な事項を記載した貸切旅客運送申込書を提出して貸切旅客運送の申込を行うも

のとする。 

 

（貸切旅客運送の予約） 

第４３条 旅客から前条の規定による貸切旅客運送の申込をうけた場合で、当社において運輸上
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支障がないと認めたときは、当該貸切旅客運送の引受をする。 

 

第３章 旅客運賃・料金 

第１節 通則 

 

（旅客運賃・料金の制度） 

第４４条 旅客運賃・料金は、対キロ区間制によって定める。 

 

（旅客運賃・料金の計算上の経路等） 

第４５条 旅客運賃・料金は、旅客の実際乗車する経路及び発着の順序によって計算する。 

 

（旅客運賃・料金の打切り計算） 

第４６条 旅客が発着区間の全部又は一部を復乗する場合における旅客運賃・料金は復乗開始

駅において打切り、各別にこれを計算する。 

 

（旅客の区分及び旅客運賃・料金の収受方） 

第４７条 旅客運賃・料金は次に揚げる年齢別の旅客の区分によって、この規則の定めるところに

より、その旅客運賃・料金を収受する。 

大  人   １２歳以上の者 

小  児   ６歳以上１２歳未満の者 

幼  児   １歳以上 6歳未満の者 

乳  児   1 歳未満の者 

２ 前項の規定による幼児又は乳児であっても、次の各号の１に該当する場合は、これを小児とみ

なし、旅客運賃・料金を収受する。 

（１） 幼児が幼児だけで旅行するとき。 

（２） 幼児が、乗車券を所持する 6歳以上の旅客（団体旅客を除く。）に２人を超えて随伴されて

旅行するとき。ただし、２人を超えた者だけ小児とみなす。 

（３） 幼児が、団体旅客として旅行するとき又は団体旅客に随伴されて旅行するとき。 

３ 前２項以外の場合、幼児及び乳児に対しては、旅客運賃・料金は収受しない。 

 

（小児の旅客運賃・料金） 

第４８条 小児の片道普通旅客運賃又は定期旅客運賃は、大人の片道普通旅客運賃又は定期旅

客運賃をそれぞれ折半して、その 10 円未満のは数を 10 円単位に切り上げて計算（以下このは数

の計算方法を「は数計算」という。）した額とする。 

 

（旅客運賃割引の重複適用の禁止） 

第４９条 旅客は、旅客運賃について２以上の割引条件に該当する場合であっても、同一の乗車

券について、重複して旅客運賃割引を請求することができない。ただし、当社が特別に認めた場

合はこの限りではない。 

 

第２節 普通旅客運賃 

 

（片道普通旅客運賃） 

第５０条 片道普通旅客運賃は別に定める。 

 

（割引の片道普通旅客運賃） 

第５１条 割引の大人片道普通旅客運賃は大人片道普通旅客運賃から割引額を差し引き、割引

の小児旅客運賃は、小児片道普通旅客運賃から割引額を差し引いて、それぞれは数計算した額
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とする。 

 

（往復乗車する場合の普通旅客運賃） 

第５２条 往復乗車する場合の普通旅客運賃は、片道普通旅客運賃を２倍した額とする。 

２ 往復乗車する場合の割引の普通旅客運賃は、割引の片道普通旅客運賃を２倍した額とする。 

 

（被救護者割引） 

第５３条 第２８条の規定により被救護者又は、その付添人に対して割引普通乗車券を発売する場

合は、その区間について普通旅客運賃の５割を割引する。 

 

（臨時割引普通乗車券の割引率） 

第５４条 第２５条の規定により割引の普通乗車券を発売する場合の普通旅客運賃の割引率は、

その都度定める。 

 

第３節 定期旅客運賃 

 

（定期旅客運賃） 

第５５条 定期旅客運賃は別に定める。 

 

第４節 団体旅客運賃 

 

（団体旅客運賃） 

第５６条 第３６条の規定により、団体乗車券を発売する場合は、次の各号によって普通旅客運賃

の割引を行う。 

（１）学生団体 

団体構成人員 ２５人以上 １００人以上 ３００人以上 

割引率 
中学生 ３割 ４割 ５割 

その他の学生 ２割 ３割 ４割 

へき地教育振興法に規定するへき地学校の生徒、児童によって構成する学生団体で、市町村教

育委員会の証明書を提出した場合は、25 人未満の団体であっても中学生団体は 3 割、その他の

学生は 2割の割引率を適用する。 

 

（２）普通団体 

団体構成人員 ２５人以上 １００人以上 ３００人以上 

割引率 １割 ２割 ３割 

 

（３）特殊団体に対する割引率は、その都度定める。 

 

（団体旅客の無賃扱人員） 

第５７条 団体旅客に対しては団体旅客人員２５人以上１００人未満のものは内１人、１００人以上の

ものは５０人まで増すごとに１人を無賃扱とする。 

２ 前項の無賃扱をする人員は、その団体の構成人員に含め、前条に規定する割引率をその団体

に適用する。 

 

（団体旅客運賃の計算方） 

第５８条 団体旅客運賃は、大人・小児各別に片道・回遊又は往復の全行程に対する１人当り大人
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若しくは小児旅客普通運賃から割引額を差し引いて、計算上生じた 1 円単位の端数は 10 円単位

に四捨五入し、団体旅客運賃の収受人員を乗じた額を合計したものとする。 

 

（実際乗車人員が責任人員に満たない場合の団体旅客運賃・料金） 

第５９条 団体旅客の実際乗車人員（無賃扱人員を含む。）が責任人員に満たない場合は、実際

乗車人員と責任人員に対する不足人員とによって団体が構成されているものとして、団体旅客運

賃・料金を収受する。 

 

第５節 貸切旅客運賃 

 

（貸切旅客運賃） 

第６０条 第４１条の規定によって客車を貸切とする場合は、その客車の定員に相当する大人普通

旅客運賃を収受する。 

 

（貸切旅客の運賃収受定員超過の場合の旅客運賃） 

第６１条 貸切旅客の実際乗車人員が、旅客運賃収受定員を超過する場合は、実際乗車人員に

相当する大人普通旅客運賃を収受する。 

 

（貸切旅客運賃の最低額） 

第６２条 貸切旅客運賃の最低額は、その全貸切区間の旅客運賃が１５粁区間分に満たないとき

であっても、１５粁区間分の旅客運賃にその車両の定員（貸切旅客が旅客運賃収受定員を超過す

る場合は、実際乗車人員）を乗じた額とする。 

 

（貸切旅客運賃の予納） 

第６３条 当社が必要と認めるときは貸切旅客の申込者からその貸切運賃の１割以内の額を予納

金として収受することがある。 

 

第４章 乗車券類の効力 

第１節 通則 

 

（乗車券類の使用条件） 

第６４条 乗車券類は、乗車人員を記載したものを除き、1 枚または１券片をもって、１人が１回に限

り、その券面表示事項に従って使用することができる。ただし、定期乗車券については、その使用

回数を制限しない。 

２ 乗車券類は、乗車以外の目的で乗降場に出入する場合には使用することができない。 

 

（乗車券類の効力の特例） 

第６５条 乗車券類は、次の各号に該当する場合は、前条の規定にかかわらず、使用することがで

きる。 

（１） 大人用の乗車券類を小児が使用して乗車する場合。 

（２） 乗車券類の券面に表示された発着区間内の途中駅から乗車する場合。 

 

（券面表示事項が不明の乗車券類） 

第６６条 乗車券類は、その券面表示事項が不明となったときは、使用することができない。 

２ 前項の規定により使用できない乗車券類を所持する旅客は、これを駅に差し出して書替えを請

求することができる。 

 

（不乗区間に対する取扱方） 
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第６７条 旅客は第６５条第２号の規定により乗車券類の券面に表示された発着区間の途中駅から

旅行を開始し、又は同区間内の途中下車ができる駅で途中下車をした後に前途の駅から乗車した

場合の不乗区間については、乗車の請求をすることができない。 

 

（小児用乗車券類の効力の特例） 

第６８条 小児用の乗車券類は、その有効期間中に使用旅客の年令が 12 歳に達した場合であっ

ても、第４７条の規定にかかわらずこれを使用することができる。 

 

（有効期間の起算日） 

第６９条 乗車券類の有効期間は、有効開始日を特に指定して発売した場合を除き、当該乗車券

類を発行した当日から起算する。 

 

（乗車券類不正使用未遂の場合の取扱方） 

第７０条 旅客が、当該乗車について効力のない乗車券類を使用しようとした場合は、これを無効と

して回収する。ただし、他の乗車について使用できるものであって、旅客に悪意がなく、その証明

ができる場合はこの限りでない。 

 

第２節 乗車券の効力 

 

（有効期間） 

第７１条 乗車券の有効期間は、別に定める場合のほか、次の各号による。 

（１） 普通乗車券 

   イ 片道乗車券   １日とする。 

   ロ 往復乗車券   ２日とする。 

（２） 定期乗車券    1 ヶ月・３ヶ月又は６ヶ月とする。 

（３） 団体乗車券    その都度定める。 

（４） 貸切乗車券    その都度定める。 

 

（途中下車） 

第７２条 旅客は、旅行開始後、その所持する乗車券によって、その券面に表示された発着区間内

の着駅以外の当社が定めた次の各駅に限り、下車して出場した後、再び列車に乗車し旅行するこ

とができる。 

 

琴平線 片原町、瓦町、栗林公園、三条、太田、仏生山、一宮、岡本、滝宮、岡田 

長尾線 花園、木太東口、高田、平木、学園通り 

志度線 今橋、潟元、琴電屋島、八栗、大町 

 

ただし、次の各号に定められた駅では途中下車はできない。 

（１） 旅客運賃が同額のため２駅以上を共通の着駅とした乗車券については、最終着駅以外の  

   駅 

（２） 当社が運送の条件として特に途中下車駅を指定した場合はその指定した以外の駅 

 

（改氏名の場合の定期乗車券の書替） 

第７３条 定期乗車券の使用者は、氏名を改めた場合は、これを定期乗車券取扱駅に差し出して、

その氏名の書替えを請求しなければならない。 

 

（乗車券が前途無効となる場合） 
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第７４条 乗車券（往復乗車券については、その使用する券片）は、次の各号の１に該当する場合

は、その後の乗車については無効として回収する。 

（１） 旅客が、途中下車できない駅に下車したとき。 

（２） 旅客が第１３４条第１項又は、第１３５条若しくは１３６条の取扱いを受けたとき。 

（３） 鉄道営業法（明治３３年法律第６５条）第４２条の規定によって、車外に退去させられたと

き。 

 

（定期乗車券以外の乗車券が無効となる場合） 

第７５条 定期乗車券以外の乗車券は、次の各号の１に該当する場合、その全券片を無効として

回収する。 

（１） 旅客運賃割引証と引換に購入した割引の乗車券を、割引証の記名人以外の者が使用し

たとき。 

（２） 券面表示事項が不明となった乗車券を使用したとき。 

（３） 第２６条第１項の規定により無効となる旅客運賃割引証で購入した乗車券を使用したとき。 

（４） 資格等を偽って発行された各種割引証又は証明書で購入した乗車券を使用したとき。 

（５） 券面表示事項または電子媒体に書き込まれた情報等を改変して使用したとき。 

（６） 区間の連続していない２枚以上の乗車券類を使用して、その各券面に表示された区間と

区間との間を乗車したとき。 

（７） 旅行開始後の乗車券を他人から譲り受けて使用したとき。 

（８） 証明書等の携帯を必要とする乗車券を使用する旅客が、これを携帯していないとき。 

（９） 係員の承諾を得ないで、乗車券の券面に表示された区間外の区間を乗車したとき。 

（１０） 大人が小児の乗車券を使用したとき。ただし、第６８条に規定する場合を除く。 

（１１） 乗車券をその券面に表示された発着の順序に違反して使用したとき。 

（１２） 有効期間を経過した乗車券を使用したとき。 

（１３） 乗車券の使用について曜日、日及び時間等の制限のある場合、その制限以外のときに

使用したとき。 

（１４） その他乗車券を不正乗車の手段として使用したとき。 

２ 前項の規定は、偽造（擬装を含む。以下同じ。）した乗車券を使用して乗車した場合に準用す

る。 

 

（定期乗車券が無効となる場合） 

第７６条 定期乗車券は、次の各号の１に該当する場合は、無効として回収する。 

（１） 定期乗車券をその記名人以外の者が使用したとき。 

（２） 券面表示事項が不明となった定期乗車券を使用したとき。 

（３） 使用資格・氏名・年令・区間又は通学の事実を偽って購入した定期乗車券を使用したと

き。 

（４） 券面表示事項または電子媒体に書き込まれた情報等を改変して使用したとき。 

（５） 区間の連続していない２枚以上の定期乗車券を使用して、その各券面に表示された区間

と区間との間を乗車したとき。 

（６） 定期乗車券の区間と連続していない乗車券類を使用してその各券面に表示された区間と

区間との間を乗車したとき。 

（７） 通学定期乗車券を使用する旅客が、その使用資格を失った後に使用したとき。 

（８） 有効期間開始前は有効とならない定期券乗車券を、その期間開始前に使用したとき。 

（９） 有効期間満了後の定期乗車券をその期間満了後に使用したとき。 

（１０） 通学定期乗車券を使用する旅客が、証明書等を携帯していないとき。 

（１１） 係員の承諾を得ないで、定期乗車券の券面に表示された区間外の区間を乗車したとき。 

（１２） その他の定期乗車券を、不正乗車の手段として使用したとき。 

２ 前項の規定は、偽造した定期乗車券を使用して乗車した場合に準用する。 
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（通学定期乗車券の効力） 

第７７条 通学定期乗車券は、その通学する指定学校の代表者の発行した証明書を携帯する場合

に限って有効とする。 

２ 指定学校においてその代表者が発行した証明書又は学生証で、前項に準ずるものは証明書

に代用することができる。 

 

（被救護者用割引乗車券の効力） 

第７８条 被救護者旅客運賃割引証を使用して購入した乗車券は、当該割引証に記入されている

被救護者又は付添人が、当該施設の代表者の発行した次の様式による旅行証明書を携帯する場

合に限って使用することができる。 

２ 前項の旅行証明書の有効期間は、発行の日から 1 ヶ月間とする。 

３ 被救護者旅客運賃割引証を使用して購入した付添人用普通乗車券（付添人だけ往復として購

入した往復乗車券の復片を除く。）は、付添人が被救護者と同行する場合に限って使用することが

できる。 

 

第５章 乗車券類の様式 

第１節 通則 

 

（乗車券類の表示事項） 

第７９条 乗車券類の券面には、次の各号に揚げる事項を表示する。 

（１） 旅客運賃・料金額 

（２） 有効区間 

（３） 有効期間 

（４） 発売日付 

（５） 発売箇所名 

２ 次の各号に掲げる乗車券類にあっては、前項に規定する表示事項の一部を変更し、または省

略することがある。 

（１） IruCa 

（２） 臨時に発売する乗車券類 

（３） その他特殊の乗車券類 

 

（この章に規定する乗車券類の様式の変更又は補足等） 

第８０条 この章において規定する乗車券類の様式は、印刷上の形式であって、それぞれの乗車

券類は、相当の事項を印刷するとともに、発売する際に、不足する事項又は印刷する事項を記入

式とした事項等については、印章を押し、記載し、切断し、又は入鋏する等の方法によって補うも

のとする。 

２ 乗車券類の様式は、必要によって、表面に表示すべき事項を裏面に表示し、又は表示事項の

配列を一部変更し、若しくは乗車券類の紙質・字模様・寸法等の変更並びに表示事項を省略又は

追加することがある。 

３ 小児用乗車券類の表面には「小」又は「小児」の影文字等をもって表示する。 

 

（字模様の印刷） 

第８１条 この章に規定する乗車券類には、表面に字模様を印刷することがある。 

 

（旅客運賃・料金の割引等に対する表示） 

第８２条 旅客運賃の割引等を行う乗車券類には、その証として関係券片の表面にゴム印等の押

印又は印刷・印字により以下のとおり表示する。ただし、特に設備した割引乗車券類を発売する場
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合は、これを省略することができる。 

（１） 旅客運賃を割引するもの 

   イ 第２８条の規定による被救護者割引 

     （イ）被救護者  ○救  

     （ロ）付添人   ○添  

   ロ 第２５条の規定による臨時割引 

     （イ）割引率の明らかなもの   五割  

     （ロ）（イ）以外のもので特に定めのあるもの  ○特  

  ハ 身体障害者割引規定による割引 

     （イ）単独用   ○身  

     （ロ）介護付用  ○障  ○介  

 

（２） 大人用の乗車券を小児用に代用するとき   ○小   

 

（３） 旅客運賃を後払いするとき   後払 

 

（４） 乗車券の再発行をするとき   再発行 

 

（５） 乗車券を廃札するとき      無効 

 

第２節 乗車券の様式  

第１款 普通乗車券の様式 

 

（補充片道乗車券の様式） 

第８３条 補充片道乗車券の様式は、別に定める。 

（１） 金額式大人用 

（２） 金額式小児用 

（３） 自動券売機用大人用 

（４） 自動券売機用小児用 

 

（車内乗車券の様式） 

第８４条 車内乗車券の様式は、別に定める。 

 

（補充往復乗車券の様式） 

第８５条 補充往復乗車券の様式は、別に定める。 

 

第２款 定期乗車券の様式 

 

（定期乗車券の様式） 

第８６条 定期乗車券の様式は、別に定める。 

（１） 通勤 IruCa 定期券 

（２） 通学 IruCa 定期券 

 

第３款 IruCa の様式 

 

（IruCa の様式） 

第８７条 IruCa の様式は、別に定める。 




